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水
生
生
物
調
査
を
実
施

行
っ
て
み
よ
う
！

建
設
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
（
日
）
に
、
ひ
た

ち
な
か
市
新
光
町
三
十
八
（
ひ
た
ち
な
か
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
隣
）
に
お
い
て
、
茨
城
県
の
建
設
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
０
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
茨
城
県
内
の
公
共
団
体
や

建
設
産
業
に
関
連
す
る
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
、
特
に
次
代
を
担
う
子
供
に
生
活
・
社
会
基
盤

の
整
備
を
担
う
建
設
事
業
に
対
す
る
理
解
と
建

設
産
業
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

宇
都
宮
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
「
鬼
怒
川
再
考
」
の
テ
ー
マ
で
下
館
河
川

事
務
所
石
井
出
張
所
長
を
講
師
と
し
て
五
月
か
ら

十
月
ま
で
（
全
五
回
）
出
前
講
座
を
実
施
中
で
す
。

四
月
の
市
民
広
報
紙
か
ら
の
応
募
で
、
約
四
十
人

の
参
加
で
第
一
回
目
は
上
流
の
現
場
と
し
て
、
五

十
里
・
川
治
ダ
ム
及
び
湯
西
川
ダ
ム
建
設
現
場
を

視
察
、
第
二
回
は
歴
史
を
振
り
返
る
勉
強
会
、
第

三
回
は
川
で
の
水
生
生
物
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
第
四
回
で
治
水
と
く
ら
し
、
第
五
回
に
は
環

境
保
全
活
動
に
つ
い
て
の
内
容
で
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
数
ヶ
月
間
同
じ
仲
間
で
い
る
と
親
近

感
が
沸
き
、
質
問
を
受
け
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
講
座
を
進
め
る
中
、
「
水
の
歴
史
は
お
も
し
ろ

い
」
「
水
を
大
切
に
し
た
い
」
な
ど
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
今
度
は
何
を
話
そ
う
と
、
講
座
に
向
け
創

意
工
夫
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

第
十
五
回

鬼
怒
川
流

域
交
流
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会

平
成
二
十
二
年
八
月
八
日
、
下
妻
市
の
鬼
怒
川

大
形
橋
上
流
に
お
い
て
「
鬼
怒
川
流
域
交
流
Ｅ

ボ
ー
ト
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
一
般
の
部
四
十
団
体
、
小
学
生
の
部
八

団
体
の
参
加
に
よ
り
、
約
千
五
百
人
の
熱
い
声
援

の
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
大
会
で
は
、

E
n
v
i
o
r
n
m
e
n
t

（
環
境
）
と

E
c
o
l
o
g
y

（
生
態
）
を
考
え
る
場
を
設
け
、

人
間
生
活
と
自
然
と
の
共
存
を
目
指
し
、
『
来
た
と

き
よ
り
も
美
し
く
』
の
理
念
の
も
と
、
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
実
践
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
も
来
年
は
是
非
参
加
い
た
だ
き
、
熱
い
戦

い
や
川
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
味
わ
っ
て
み
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
鬼
怒
川
再
考
」

宇
都
宮
市
民
環
境
大
学
出
前
講
座

講
師
派
遣
中
（
全
５
回
）

「出前講座」とは、防災や環境の取り組みなど関

東地方整備局の行っている事業について、わかり

やすくお話しさせていただき、ご意見などを伺うも

のです。

みなさまからのご依頼に応じて、各種会議、各

種団体の勉強会、町内会、子供会、学校の授業

等、茨城県・栃木県のどこへでもお伺いします。

講演料は無料です。

皆様からの申し込みをお待ちしております。

《問い合わせ先》

下館河川事務所 調査課

「出前講座」のご案内

平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日

に
鬼
怒
川
喜
楽
橋
付
近
で
、
宇
都

宮
市
立
瑞
穂
野
中
学
校
の
生
徒

さ
ん
達
が
「
水
生
生
物
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

「
水
生
生
物
調
査
」
は
、
河
川
に

生
息
す
る
水
生
生
物
が
水
質
汚

濁
の
影
響
を
反
映
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
指
標
と
し
て
概
略
の
水

質
を
判
定
で
き
る
調
査
で
、
一
般

の
方
に
も
分
か
り
や
す
く
、
高
価

な
機
材
等
を
必
要
と
し
な
い
こ

と
か
ら
誰
で
も
簡
単
に
調
査
で

き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
さ
ん
達
は
、
川
岸
等
の
水

の
浅
い
と
こ
ろ
で
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

網
等
で
水
生
昆
虫
な
ど
を
採
取

し
、
水
質
判
定
の
指
標
と
な
る
生

物
に
つ
い
て
、
そ
の
種
類
及
び
数

を
調
べ
集
計
し
、
河
川
の
水
質

（
き
れ
い
さ
）
を
判
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
簡
易
的
な
水
質
分
析

（
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
）
も
行
い
ま
し
た
。

きれいな川に住む

生き物の一例

第１回

第３回

○
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

○
働
く
人
た
ち
へ
の
環
境
改
善

○
若
い
人
達
へ
の
魅
力
づ
く
り

を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
で
十
七
回
を
数
え
、
毎
年
一
万
五
千
人
も

の
来
場
者
が
あ
り
好
評
を
期
し
て
い
ま
す
。

建
設
機
械
体
験
な
ど
の
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
や
ゲ
ー
ム
、
パ
ネ
ル
展
示
等
楽
し
み

な
が
ら
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

お
出
か
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昨年度の状況です

今年も楽しみです！

鬼
怒
川
・
小
貝
川
各

花
火
大
会

夜
空
を
彩
り
川
面
に

夏
真
っ
盛
り
、
鬼
怒
川
小
貝
川
流
域

で
は
、
毎
週
末
各
地
で
花
火
大
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
八
月
二
十
一
日
に
鬼

怒
川
柳
田
大
橋
付
近
で
行
わ
れ
た
宇

都
宮
の
花
火
大
会
で
は
、
約
三
十
五
万

人
が
二
万
発
の
花
火
を
、
筑
西
市
成
田

橋
地
先
の
小
貝
川
花
火
大
会
で
は
約

二
千
人
が
三
千
発
の
花
火
を
楽
し
み

ま
し
た
。

花
火
の
前
後
に
は
、
地
域

祈
願
や
、
地
元
住
民
に
よ
る

ン
作
戦
な
ど
が
行
わ
れ
て

き
れ
い
な
川
と
な
る
よ
う

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
で
の
調
査
で
は
、
き
れ
い
な
川
に
住
む
指

標
生
物
の
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
や
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
が

確
認
さ
れ
、
鬼
怒
川
喜
楽
橋
地
点
の
水
質
は
「
き

れ
い
な
水
」
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
今
年
は
こ
の
他
、
鬼

怒
川
の
管
内
７
箇
所
で
延
べ
８
回
調
査
を
実
施
し
、

全
て
の
地
点
で
「
き
れ
い
な
水
」
と
い
う
結
果
を

得
ま
し
た
。

こ
の
調
査
を
通
じ
て
自
然
と
身
近
に
接
す
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
「
き
れ
い

な
水
」
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
よ
い
機
会
と
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
依
頼
の

ほ
か
下
館
河
川
事
務
所

で
は
下
記
の
出
前
講
座

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
講
座
を
利
用
し
て

身
近
に
あ
る
鬼
怒
川
・

小
貝
川
を
も
っ
と
知
っ

て
私
た
ち
の
大
切
な
水

や
環
境
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「きれいな川と暮らそう」基金助成は、きれいな川、親しめる川

と共に暮らすため、川や水辺で活動を行っている学校や市民団

体に対し、活動資金を助成するものです。

＜支援対象活動＞水資源確保・河川美化清掃・水質保全など

の水環境保全活動

＜助成対象者＞学校および市民団体（ＮＰＯ、ＮＧＯ、サーク

ルなど）

※助成額は 最大１００万円／団体

皆さんの河川愛護活動のために活用されてはいかがですか！

講座名 内容

○河川の管理 ★[鬼怒川・小貝川の河川管理]
堤防の管理、危機管理等の説明をします。

○河川の環境 ★[鬼怒川・小貝川の環境]
鬼怒川・小貝川における自然・水質環境等を説明します。

○川の歴史 ★[鬼怒川・小貝川の治水]
鬼怒川・小貝川の治水の歴史や目的について説明します。

○川の利用 ★[鬼怒川・小貝川の河川利用]
鬼怒川・小貝川の河川敷の利用状況(上空・水面等)につ

いて説 明をします。

茨城県、栃木県内に出前します。講座時間は１時間程度です。

下館河川事務所では、

「地域活性化応援隊」を配置し地域づくり

を積極的に支援しています。
国の機関として地域の皆様の相談の窓口

となります。

ご相談頂いた内容に対してどんなサポート

ができるか関係部局への橋渡しをします。

まずは、お気軽にご相談下さい。

詳細は、下記ホームページをご覧下さい

http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/07_inf
o/h22katseikaouentai.pdf

きっかけ・相談 地域づくりの実践

継続運営
下館河川事務所 調査課

ＴＥＬ ０２９６－２５－２１７１
http://www.ktr.mlit.go.jp/soshiki/soshiki00000039
.html

地
で

に
光
る

域
の
安
全

る
ク
リ
ー

い
ま
す
。

皆
様
も
ご

※助成額は、最大１００万円／団体

＜募集期間＞平成２２年７月７日～１１月３０日

詳細は、（社）日本河川協会ＨＰ/「きれいな川と暮らそう」基金

ＵＲＬ http://www.japanriver.or.jp/kireinakawa/index.htm

お問い合わせ･相談窓口

下館河川事務所0296‐25‐2161(代表)

アドバイス


